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FJ  FLOOR  SYSTEM

タイル浮床工法
荷重低減、バリアフリー、タイルメーカーを選ばず

自由なデザインが出来ます。
業界トップクラスの数多くのタイル施工を重ね、

浮床タイルにおいても、培ってきた技術を応用しており、
その施工に自信をもっています。

浮床は「うきゆか」と読み、支持脚を置いて、その上にタイルを直接乗せていく新しい工法です。

荷重を軽減し床下にフリースペースの確保が可能で、メンテナンスも容易なことから、オフィス、

タワーマンション、大学、商業施設、個人邸宅など、さまざまな建造物の屋上、テラス、バルコニーなど

高さを任意に調整出来る支持脚と多彩なセラミックタイルから構成されています。

タイル素材の耐久性とデザイン性を生かし、焼物素材を存分に生かしたご提案をさせていただきます。 大引き根太工法
（鋼製支持脚）

外 部

嵩上げコンクリートを打設する必要が無く、支持脚固定に必要な保護モルタル
を打設せずに済み、防水層に穴を開けずに直接施工が可能です。

同じセラミックタイルをモルタルで直貼りで仕上げるのに比べると下地が不
要の為、工期短縮にも期待出来ます。また内外の床高さをフラットにできます。
最低100mmから1800mm迄調整可能。耐震補強用ブレースにて補強し水平
荷重を低減します。

ハット型レールにタイルを接着する為、タイルの吹上防止になります。

仕上のタイルはメーカーを問いません。どのメーカーでも対応できます。
（※厚み20ｍｍ以上のタイルで有る事）

タイル下部層にフリースペースを確保している為、配管、配線などを配置可能です。

外部 床 ・ 内部 床
（屋上、テラス、通路、廊下、エントランス、オフィス)

荷重低減

工期短縮

バリアフリー

耐風性

デザイン

推奨部位

タイルパネルの取り外しが可能でありOAフロア同様、床下配線のメンテナン
スアクセスが可能です。

メンテナンス

内装用、外装用と用途に応じ屋内からテラスへ同じ仕上げ材で段差無く納め
る事ができます。

バリアフリー

内装床は目地無し、突きつけ目地になりすっきりしたデザインになります。
（タイル小端面に樹脂保護テープあり）

デザイン

突きつけ目地パネル工法
（サポートビーム＋支持脚）

内 部 内部 床
（廊下、通路、エントランス、EVホール）

OAフロア施工の様に支持脚を置きその上に直接タイルを乗せていく工法です。施工方法

推奨部位

OAフロア撤去後床下空間を有効的に使用でき、利便性は高まります。
上げ床の仕上げ高さを最低80mmから650mm高まで調整可能です。
（耐可重によりシステムの束、クロスバーの種類が変わります。）

リニューアル

直置き工法
（プラ束脚）

外 部 ・ 内 部

無段階調整式の樹脂製支持脚で内外の床をフラットにすることが可能。嵩上げ
コンクリートを打設する必要が無く。支持脚固定に必要な保護モルタルを打設
せずに済み、防水層に穴を開けずに直接施工が可能です。

同じセラミックタイルをモルタルで直貼りで仕上げるのに比べると下地が不要
の為、工期短縮にも期待出来ます。

簡易にタイル・支持脚の設置・撤去を可能としリノベーションにも最適です。

タイル下部層の防水層、排水口等のメンテナンスも容易に行うことができます。

仕上のタイルはメーカーを問いません。どのメーカーでも対応できます（※厚み
20ｍｍ以上のタイルで有る事）タイル下部層にフリースペースを確保している
為、配管、配線などを配置可能です。

外部 床 ・ 内部 床
（屋上、テラス、バルコニー、玄関床、通路、廊下)

荷重低減

工期短縮

リニューアル

メンテナンス

デザイン

推奨部位

2
4 自由設計

・厚み20mm以上のタイルで
 あれば選定自由。
・タイル下部層にフリースペー
 スを確認している為、配管・
 配線などを納められる。

低コスト・
工期短縮
・嵩上げコンクリート
  打設不用
・建物の軽量化

正確性・安全性
防水層や配管・配線の
  メンテナンスが容易

リニューアル・
リノベーション

に最適
簡易にタイル支持脚の
取り外しを可能とする

FJ FLOOR SYSTEM
（セラミックタイル浮床工法）
の4つのメリット



 

03 04突きつけ目地パネル工法（サポートビーム+支持脚）｜オフィスビル・エレベーターホール＜内部エントラス＞

オフィスビル・エレベーターホール＜内部エントラス＞

突きつけ目地パネル工法（サポートビーム＋支持脚）



05 06突きつけ目地パネル工法（サポートビーム+支持脚）｜オフィスビル・エレベーターホール＜内部エントラス＞ 突きつけ目地パネル工法（サポートビーム+支持脚）｜オフィスビル・エレベーターホール＜内部エントラス＞

（180=タイル最小寸法）
タイルW≦180 595 595 595

20（タイル呑込）

タイル＋パネル t=26

サポートビーム 18×25×18

タイル＋パネル t=26

サポートビーム 18×25×18

ヘッド 90×90×2.5
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タイルW≦180

（タイル呑込）20 バッカー材
ボルト支柱M16

595 595
タイル＋パネル t=26
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ロックナット
ベースチューブ φ20 t=2
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ベースプレート φ95 t=1.5
ウレタン系接着剤塗布
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ヘッド 90×90×2.5

防塵塗装

平面図 仕様部材

断面図

有
効
40
以
上

DADO CHIAVE 24×9

TUBO φ20 SP.2

PIATTELLO φ95 SP. 1.5

ガスケット

ヘッド

ロックナット

ベースプレット

サポートビーム

OAフロア

①

②

③
④
⑤

⑥

⑦

材料部品名
タイル

サポートパネル

タイル保護テープ
防振ガスケット
サポートビーム
支持脚　ヘッド
　　　　ロックナット
　　　　ベースプレート
接着剤
ヘッドガスケット

セラミックタイル（イタリア：イモラ社製）

密度 2200kN/㎡  21.6kg/1枚（60kg/㎡）  耐荷重 5.0kN（最大荷重 6.0kN）  分散荷重 22kN/㎡（2t 以上）
タイルパネル全厚  約 26mm（仕上タイル含む） 磁器製パネル

耐火素材、防水素材、膨張率 0%、100%天然素材且つイタリア製
ABS 樹脂テープ
プラスチック（某帯電、防塵）
ガルバナイズド鋼
90×90×t2.5  ボルト支柱M16全切り  ガルバナイズド鋼  
M16
φ95  t1.5  ベースチューブ  φ20  t1.5
ウレタン系接着剤  ディノグリップ 333（ノーテープ工業株式会社）
プラスチック（某帯電、防塵）

（mm）

（mm）

①

②

④

⑥

⑦

③

突きつけ目地パネル工法（サポートビーム＋支持脚）

⑤



 

07 08大引き根太工法（鋼製支持脚）｜公共施設＜屋外テラス＞

公共施設＜屋外テラス＞

大引き根太工法（鋼製支持脚）



09 10大引き根太工法（鋼製支持脚）｜公共施設＜屋外テラス＞大引き根太工法（鋼製支持脚）｜公共施設＜屋外テラス＞

大引き根太工法（鋼製支持脚）

50≒250 302 〃 〃 〃 〃 〃 根太　@302

根太 40×60×t1.6　@302
大引 40×60×t1.6　@604支持脚　@604

床タイル
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604552 60450 支持脚　@604

600

302 302 302 302 302 302

604604604

600 600 タイル寸法

根太ピッチ

プラ束ピッチ

4 4

十字目地スペンサー
防振ゴム64×90×t2

タイル 600×600×t20

防振ゴム64×90×t2

防振ゴム64×90×t2
根太 60×40×t1.6　@302

大引 60×40×t1.6　@604

Eサポート　@604
バリキャップ
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30
2
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302 302

604

接着剤（多用途野外用）
防振ゴム

貼出し
接着剤（多用途野外用）

防振ゴム

支持脚@900

接着剤

①スペーサーを差し込む

②

平面図

断面図

施工要領（mm）

（mm）

（mm）

点検口（詳細図） （mm）

床仕上材
SUS 超極低頭ねじ M5-50
アルミ ポップナット AFH525SF
根太 60ｘ40ｘt1.6 ＠(W+4)/2
大引 60ｘ40ｘt1.6 ＠900

4 W 4

点検口床仕上材

支持脚　＠900

4
W

4

4 W 4

点検口

根太 60ｘ40ｘt1.6 ＠(W+4)/2
大引 60ｘ40ｘt1.6 ＠900

支持脚 ＠900

SUS 超極低頭ねじ M5-50

4



11 12直置き工法（プラ束脚）｜大学＜屋上テラス＞直置き工法（プラ束脚）｜商業施設＜外部デッキ＞

商業施設＜外部デッキ＞

直置き工法（プラ束脚）
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タイル　t=20

支持脚

支持脚（端部用）

5 3 3 3600 600 600
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600 6003 35

タイル　t=20

20

17
5

平面図

断面図

直置き工法（プラ束脚）
（mm）

（mm）

点検口 標準納まり図直置き工法（プラ束脚）

点検口（詳細図）（mm）

取り外し方法

支持脚

4

4

4

SUS 超極低頭ねじ M5-50

点検口

W

W 4
4

床仕上材
SUS 超極低頭ねじ M5-50
アルミ ポップナット AFH525SF

支持脚

点検口床仕上材

4 W 4

①六角棒レンチ（3ｍｍ）を使用し、超低頭ネジ（4点共）を緩め外します。
②点検口タイルに、吸着盤を2本均等に取付けて下さい。




